




（株式会社ニコン製Optiphoto２）を用いてSenarmont

法18)により測定した。複屈折の正負は偏光顕微鏡を用

いた鋭敏色干渉法18)により判定した。分子内の分極率

異方性は平均屈折率と複屈折とから計算により求め

た18)。フィルム強度と伸びはASTM－D882に準拠し、

引張り試験（東洋ボールドウィン製テンシロン）によ

り測定した。延伸フィルムの３次元屈折率、及び位相

差量はUniversal-Stage付きの偏光顕微鏡（株式会社ニ

コン製Optiphoto２）を用いた傾斜複屈折測定法19)及

び平行ニコル回転法を利用した自動複屈折計（王子計

測器株式会社製KOBRA-WR）により測定した。

4．結果及び考察

［1］延伸フィルムの光学特性

N－置換基が異なる種々のマレイミド共重合体のフ

ィルムについて平均屈折率n
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OPNフィルムの位相差量は式（３）及び式（４）

で与えられる。

ここで
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鎧、及び負の複屈折性フィ。
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